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のおしらせのおしらせ

 暴風雪が過ぎ去った後の除雪は
大変な作業ですね。こんな時に活
躍するのが、家庭用除雪機。
 最近のものは、操作もしやすくパ
ワフルと頼もしい存在です。

http://www.town.ozora.hokkaido.jphttp://www.town.ozora.hokkaido.jp

大 空 町 検 索



特 集 みんなで守る 自主防災組織

自
主
防
災
組
織

み
ん
な
で
地
域
を
守
る

［特 集］

　
私
た
ち
が
住
む
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
、
比
較
的
災
害
の

少
な
い
地
域
で
す
。
し
か
し
、
近
年
は
地
球
温
暖
化

の
影
響
か
ら
か
、
突
然
の
暴
風
雨
や
暴
風
雪
な
ど
の

自
然
災
害
が
増
え
て
お
り
、
大
規
模
災
害
は
、
い
つ

ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
防
災
対
策
や
災
害
対
応
に
は
、
公
的
防
災
機
関

（
町
、
消
防
、
警
察
・
自
衛
隊
）
に
よ
る
応
急
・
復

旧
対
策
活
動
の
「
公
助
」、
近
隣
が
互
い
に
助
け
合

い
地
域
を
守
る
「
共
助
」、
自
ら
（
家
族
含
む
）
の

命
を
守
る
「
自
助
」
が
あ
り
ま
す
。

自主防災
組織とは

　自治会などで地域住民が協力して、「自分た
ちの地域は地域で守る」ことを目的に日頃か
ら様々な活動を行う組織です。

言
い
ま
す
。

　「
倒
壊
し
た
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
た

負
傷
者
を
救
出
に
あ
た
っ
て
い
た
の
は
、

家
族
や
隣
近
所
の
住
民
で
し
た
。
消
防

や
役
所
に
電
話
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
道

路
や
橋
が
壊
れ
た
中
で
は
助
け
に
来
ら

れ
な
い
現
実
が
あ
っ
た
の
で
す
」

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
直
後
は
、

被
害
の
膨
大
さ
や
道
路
、
橋
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
が
断
た
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
公
的

防
災
機
関
が
十
分
対
処
で
き
な
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、

地
域
住
民
に
よ
る
組
織
的
な
防
災
活
動
・

救
出
活
動
が
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
防
災
意

識
を
高
め
、
日
頃
か
ら
地
域
内
の
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど
配
慮
を

必
要
と
す
る
人
を
把
握
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
で
互
い
に
協
力
し
合
い
、
助
け
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民
の
方

が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
地
域
で
守
る
」

と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
防
災
活

動
の
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
先
日
行
わ
れ
た
大
空
町
自
治
会
連
合

会
研
修
会
に
お
い
て
、
北
一
自
治
会
の

北
野
清
さ
ん
に
自
主
防
災
組
織
の
設
置

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
北一自
治
会
で
は
、
平
成
27
年
３
月
に

町
内
で
い
ち
早
く
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
、
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
て
い
る

ほ
か
、
防
災
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

自
治
会
内
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
北
野
さ
ん
は
、
自
治
会
で
の
取
り
組

み
や
結
成
に
至
っ
た
経
過
の
ほ
か
、
元
消

防
職
員
と
し
て
の
様
々
な
視
点
か
ら
、

過
去
の
大
規
模
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
っ
た
の
か
、
自
主
防
災
組
織

の
必
要
性
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、一
層
、
力
の
こ
も
っ
た
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路
大

震
災
で
報
道
さ
れ
た
映
像
に
驚
い
た
と

自主防災
組織の
必要性

自主防災
組織の
作り方

平常時の
活動

災害時の
活動

北一自治会
北野清さん

　
地
域
の
自
主
的
な
活
動
は
、
自
治
会

を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

防
災
活
動
の
実
施
も
自
治
会
を
単
位
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
適
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

1 自治会の役員会等で自主防災組織の必要性を議題として検討する。

2 総会に自主防災組織の結成を提案して決議する。

3 リーダーを決めるとともに、自主防災組織の規約を決める。

4 防災計画を作成する。（災害時の防災体制など自分たちの地域に即した計画を作成する。）

5 規約や防災計画等について、総会にはかり決定する。▶自主防災組織の結成

6 回覧等を活用して地域住民へ周知するとともに、役場または総合支所へ報告する。

●既存の自治会規約に、自主防災組織についての記述を加える。
　または、新たに作成する。

１．防災知識の普及
防災地図の作成や防災講演会の開催など一人ひとりが防災に関心を持ち、準備するよう取り組む

２．地域内の防災環境の確認
災害発生時に、地域内に被害の拡大につながる原因がないか、一人暮らしの高齢者世帯など
援助を必要としている人がいないかなどの確認を行う。

３．防災資器材の整備
災害発生時に必要とされる資器材を、地域の実情に応じて準備しておく。
また、定期的に点検や使い方を確認する。

４．防災訓練の実施
災害を想定した訓練を行い、消火器の使用法や応急手当など、防災活動に必要な知識や技術を
習得する。

役 支■問合せ　　 総務課総務グループ（内線２０１）　　 地域振興課（内線４１２）

①情報の収集・伝達（テレビ、ラジオ、インターネット、メールなどを活用し、情報収集する）
②救出活動（正確な災害情報を住民に伝達、地域の被害状況の取りまとめ、負傷者の救出、避難所
　への搬送など）
③初期消火活動（出火防止のための活動、初期消火活動（消防署・消防団が到着するまでの火災の
　拡大延焼を防ぐことが基本））
④避難誘導（住民を避難所などの安全な場所に誘導する）
⑤避難所での給食・給水活動（避難所で役員の指示に従い、食料や水、応援物資などを配分する）

平成27年度
大空町防災訓練の
ようす

まちのおしらせ　２０１６３月3 ３月 2まちのおしらせ　２０１６



■お問い合わせ先
大空町役場

東藻琴総合支所
☎ 74-2111

☎ 66-2131

ホームページ
http://www.town.ozora.hokkaido.jp
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平成２７年国勢調査結果速報
　１０月１日に実施しました国勢調査に際しましては、
みなさまのご協力をいただきありがとうございました。
　大空町（女満別地区・東藻琴地区）の人口と世帯数
の結果がまとまりましたので、お知らせいたします。

人　口 7,339人　   ●女満別地区：5,027人
　　　　  　●東藻琴地区：2,312人

世帯数 2,873世帯　●女満別地区：1,961世帯
　　　　　  ●東藻琴地区：   912世帯

※この人口及び世帯数は速報値であり、今後総務省統計局から
　公表される確報値と異なる場合があります。

●国勢調査による大空町（女満別地区・東藻琴地区）の
　人口と世帯数の推移
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●前回国勢調査と比較して５９４人（７．５％）減少しています。
　少子化、若年層の町外流出が主な要因であると考えられます。
●前回国勢調査と比較して９４世帯（３．２％）減少しています。
　人口減少率に比べ、世帯減少率の数値が低いのは、核家族化や単身世
　帯の割合増加が主な要因であると考えられます。

人
　口

世
帯
数

大空町

平成7年

8,992 8,946 8,392 7,933 7,339

6,053 6,077 5,715 5,491 5,027
2,939 2,869 2,677 2,442 2,312

2,902 3,088 3,014 2,967 2,873

1,956 2,093 2,052 2,058 1,961

946 995 962 909 912

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

女満別
東藻琴

大空町
女満別
東藻琴

暮

ら

し

フ
ッ
素
で
乳
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

《
フ
ッ
素
塗
布
の
お
知
ら
せ
》

フ
ッ
素
は
、
歯
の
表
面
の
カ
ル
シ
ウ
ム

と
結
合
し
て
歯
質
を
強
く
し
ま
す
。
お
子

さ
ん
の
大
切
な
歯
を
守
る
た
め
、
半
年
に

１
度
の
フ
ッ
素
塗
布
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
日
時　
４
月
21
日
㈭

●
場
所　
東
藻
琴　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
フ

ロ
ッ
ク
ス

●
受
付
時
間　
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

●
対
象　
１
歳
〜
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

●
申
込
み
開
始　
３
月
15
日
㈫

※
申
込
み
が
必
要
で
す
。
定
員
（
30
名
）
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。
お
早
め
に
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
後
、歯
を
み
が
い
て
き
て
く
だ
さ
い
。

●
料
金　
３
０
０
円

●
持
ち
物　

普
段
使
用
し
て
い
る
歯
ブ
ラ

シ
、
ハ
ン
カ
チ
、
母
子
手
帳

※
次
回
日
程
：
女
満
別　
６
月
22
日
㈬

●
問
合
せ
・
申
込
み　

●支 

住
民
福
祉
課　

福
祉
グ
ル
ー
プ（
内
線
４
２
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　

住
民
税
課
税
世
帯
の
方
の

　

入
院
時
食
事
代
が
変
わ
り
ま
す

〜
国
民
健
康
保
険
及
び

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し
て
い
る
方
へ
〜

　

入
院
し
た
と
き
に
は
診
療
や
薬
に
か
か
る

費
用
と
は
別
に
、入
院
時
食
事
代
と
し
て
標

準
負
担
額
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
入
院
し
た
時
の
食

事
代
の
１
食
分
と
し
て
定
め
ら
れ
た
標
準
負

担
額
が
変
わ
り
ま
す
。

●
１
食
に
つ
き
３
６
０
円（
変
更
前
２
６
０
円
）

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、変
わ
り
ま

せ
ん
が
、入
院
の
際
に
は「
限
度
額
適
用・標

準
負
担
額
減
額
認
定
書
」が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　

●役 

福
祉
課
福
祉
医
療
グ
ル
ー
プ

（
内
線
１
０
８
）　

●支 

住
民
福
祉
課
福
祉
グ

ル
ー
プ（
内
線
４
２
４
）

-------------------------

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　
　
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

有
期
労
働
契
約
（
１
年
、
６
か
月
な
ど
期

間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
）
は
、
パ
ー
ト

や
派
遣
労
働
な
ど
正
社
員
以
外
に
多
く
見
ら

れ
る
労
働
契
約
の
形
式
で
す
。

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
と
は
、
有
期
労
働

契
約
が
繰
り
返
し
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年
を

超
え
た
と
き
は
、労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、

期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働

契
約
）
に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

こ
の
ル
ー
ル
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
に

施
行
さ
れ
、
平
成
30
年
度
以
降
、
多
く
の
有

期
契
約
労
働
者
が
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

●
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
導
入
に
伴
い
、
有
期

雇
用
労
働
者
が
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換
前

に
雇
止
め
と
な
る
場
合
が
増
加
す
る
の
で
は

な
い
か
と
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
主
の
雇
用
の
安
定
が
も
た
ら
す
労
働

者
の
意
欲
や
能
力
の
向
上
、
企
業
活
動
に
必

要
な
人
材
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
な
ど
、

無
期
転
換
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
ご

理
解
の
う
え
、
対
応
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
制
度
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
円
滑
な
無
期
転
換
で
検
索
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ　
北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
監

督
課　
☎
０
１
１・７
０
９・
２
３
１
１

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　

 

活
動
地
域
変
更
の
お
知
ら
せ

道
で
は
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
23
年
の
農
業
改
良
助
長
法
の
施
行
以
来
、

農
作
物
の
収
量
向
上
と
農
家
経
営
の
安
定
を

目
指
し
、
技
術
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
の
高
度
化
・
多
様
化
す
る
普
及
事
業

へ
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
専

門
性
の
高
い
職
員
の
配
置
や
、
農
業
協
同
組

合
の
地
域
を
基
本
と
し
た
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
本
支
所
の
活
動
地
域
の
見
直
し
に
つ

い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

大
空
町
の
う
ち
女
満
別
地
域
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
美
幌
支
所
の
活
動
地
域
と
し
、
東

藻
琴
地
域
は
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
網
走

支
所
の
活
動
地
域
に
変
更
し
ま
す
。

●
問
合
せ
・
連
絡
先

・
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
網
走
支
所

〒
０
９
３・
８
５
８
５　

網
走
市
北
７
条
西

３
丁
目　
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
合
同
庁
舎　

４
階　

☎
（
０
１
５
２
）
41
・
０
６
６
７
・

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
０
１
５
２
）
43
・
８
８
２
８

・
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
美
幌
支
所

〒
０
９
２・
０
０
２
７　

網
走
郡
美
幌
町

稲
美
１
５
０-

６　

☎
（
０
１
５
２
）
73
・

５
１
１
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
５
２
）
73
・

２
２
１
４

　
　
　
　
　
　

 

協
会
け
ん
ぽ

   

平
成
28
年
度
保
険
料
率
の
改
定

　

平
成
28
年
３
月
分
（
５
月
２
日
納
付
期
限

分
）
よ
り
健
康
保
険
料
率
は
１
０
．
１
５
％

（
プ
ラ
ス
０
．
０
１
％
）、介
護
保
険
料
率
は
１
．

５
８
％
（
据
え
置
き
）
と
な
り
ま
す
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が

何
卒
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
合
せ

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海

道
支
部 

☎
０
１
１・７
２
６・０
３
５
２

-------------------------

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・救
済

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
病
し
、
そ
れ

が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
は
、
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
特

別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て
か

ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と

が
大
き
な
特
徴
で
す
。

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

北
海
道
労
働
局
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
０
１
１・７
０
９・２
３
１
１

（
内
線
３
５
９
０
）・

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１・７
０
９・３
５
４
０

-------------------------

固
定
資
産
課
税
台
帳
縦
覧

●
日
時　
４
月
１
日
㈮
〜
５
月
31
日
㈫

（
閉
庁
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

●
縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
方

①
町
内
に
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方

②
①
の
納
税
管
理
人

③
代
理
人
（
所
有
者
か
ら
の
委
任
状
が
必
要

で
す
）

●
閲
覧
の
み
で
き
る
方

・
土
地
を
借
地
さ
れ
て
い
る
方

・
家
屋
を
借
家
さ
れ
て
い
る
方

　
（
賃
貸
借
契
約
者
）

●
縦
覧
等
に
必
要
な
も
の

　
○
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

　
　
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
等
）

　
・
印
鑑

　
・
借
地
、
借
家
の
契
約
書
や
権
利
関
係
を

　
　
証
明
す
る
書
面

※
５
月
中
旬
に
送
付
予
定
の
『
納
税
通
知
書

の
課
税
明
細
書
』
で
も
、
評
価
額
等
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

●役 

住
民
課
税
務
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
２
２
）

●支 

地
域
振
興
課　
（
内
線
４
１
３
）
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■問合せ・申込み　　 産業課商工グループ（内線３１２）役

　観光客向けに発行している「おおぞら四季彩通信」では、広告を募集しています。「おおぞら四季彩通信」はレンタ
カー会社や道の駅など来訪者が多い観光施設のほか、町公共施設や宿泊施設に配置され、昨年度は延べ５千枚発
行しました。お店や施設、産地直売、趣味の展示の広告などなんでも掲載可能です。この機会にアイデアがいっぱい
の広告をぜひご掲載ください。

「おおぞら四季彩通信」広告掲載の募集

●募集枠数　８枠
●募集期限　３月25日㈮
●広 告 料　５，０００円（1枠／年）
　　　　  　  ※１枠＝縦52mm×横58mm
●掲載期間　４月～平成29年３月（10回発行予定）
●配置場所　道の駅、観光案内所、公共施設、レンタカー会社、
　　　　　　 店舗など
●そ の 他　１件当たり何枠でも申し込めますが、
　　　　　　 応募多数の場合は、抽選になります。

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を

　
　
　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
登
録
に

基
づ
い
て
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど

は
、
変
更
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手
続
き
が

必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
（
抹

消
登
録
）

平
成
28
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を

確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
３
月
中
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は

札
幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
い
た
だ

く
か
、
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp/sm

/zim
/

address/

）
か
ら
自
動
車
税
の
住
所
変
更

手
続
き
が
可
能
で
す
。

●
問
合
せ　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

　
☎
０
１
１・７
４
６・
１
１
９
７

募

集

優
良
運
転
者
表
彰

安
全
運
転
を
心
が
け
、
長
年
無
事
故
無
違

反
の
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す
。　

●
表
彰
の
対
象
者

①
自
己
の
責
任
に
よ
る
交
通
事
故
、
違
反
歴

が
過
去
10
年
以
上
な
い
方
（
無
事
故
無
違
反

証
明
書
が
必
要
で
す
。）

②
過
去
に(

社)

網
走
地
区
交
通
安
全
協
会

長
表
彰
を
受
け
て
い
な
い
方

●
申
込
期
限　
３
月
22
日
㈫

●
問
合
せ
・
申
込
み　

●役
住
民
課
住
民
グ

ル
ー
プ
（
内
線
１
０
４
）
●支 

住
民
福
祉
課

住
民
グ
ル
ー
プ
（
内
線
４
３
１
）

-------------------------

介
護
認
定
調
査
員
と
し
て

 
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

●
業
務
内
容

介
護
保
険
に
関
す
る
認
定
調
査
業
務

対
象
者
の
お
宅
へ
訪
問
し
て
、
身
体
状
況

な
ど
を
調
査
す
る
業
務
で
す
。

●
申
込
条
件　
平
成
28
年
４
月
か
ら
年
間
を

通
し
て
勤
務
で
き
る
方
（
週
４
日
と
半
日
を

予
定
）　
※
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
給
８
，６
０
０
円
、そ
の
他
業
務
内
容
、

申
込
条
件
な
ど
詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
類　
写
真
付
履
歴
書
を
１
通
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
３
月
25
日
㈮

※
申
込
多
数
の
場
合
は
面
談
と
書
類
に
よ
る

選
考
を
行
い
ま
す
。

●
面
談　
３
月
28
日
㈪

●
問
合
せ
・
申
込
先　

●役
福
祉
課
保
健
介

護
グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
１
５
）

■問合せ　●役 住民課住民グループ （内線１０５）　 ●支 住民福祉課住民グループ （内線４３１）

町営住宅
入居者募集

●入居選考は、募集締め切り後随時行います。
●「随時入居者募集住宅」は、募集期間を設定せず、
　受付しています。
●お申込み方法・使用料等については、それぞれの
　住宅により異なりますので、問合せください。
※給湯施設は入居者で設置していただいています。
　（単身者住宅を除く）

団地名 募集戸数 建築年度 間取り 階数 浴槽※

新規入居者募集住宅 募集締切 ３月２９日㈫まで
一般町営住宅
　あけぼの団地（女満別） １戸 H８ ３LDK ２F 有
　北二すみれ団地（東藻琴） １戸 H５ ２LDK １F 有
　南ひばり団地（東藻琴） １戸 S５８ ３LDK １F 有
　南あさひ団地（東藻琴） １戸 H１８ ３LDK １F 有
　中央さくら団地（東藻琴） １戸 S５５ ３LDK １F 有
　中央さくら団地（東藻琴） １戸 H２７ １LDK １F 有
特定公共賃貸住宅
　しらかば第２団地（女満別） １戸 H１２ ２LDK ３F 有
単身者住宅
　北一ノンキーハイツ’９１（東藻琴） ２戸 H３ ２DK １F、２F 有
　北一しらかばハイツ（東藻琴） １戸 H６ ２DK １F 有
地域特別賃貸住宅A型（単身者用）
　夕陽台団地（女満別） １戸 H４ ２DK ２F 有
随時入居者募集住宅
一般町営住宅
　公園団地（女満別） １戸 S５３ ３DK １F 有
　公園団地（女満別） １戸 S５５ ３DK １F 浴室のみ
　北一しらかば団地（東藻琴） ２戸 S５２ ３DK １F 浴室のみ
　中央さくら団地（東藻琴） ２戸 S５５ ３LDK １F 有
特定公共賃貸住宅
　しらかば第２団地（女満別） ２戸 H１２ ２LDK １F、２F 有
　しらかば第２団地（女満別） １戸 H１２ ３LDK ２F 有
　しらかば第２団地（女満別） ２戸 H１４ ２LDK １F、２F 有
単身者住宅
　北一しらかばハイツ（東藻琴） ３戸 H５、H６ ２DK １F 有
　南ノンキーハイツ’０２（東藻琴） １戸 H１３ ２DK １F 有

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

         

運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、
制
度

の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
て
い

た
だ
く
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　
道
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の

方
（
た
だ
し
、
議
員
や
公
務
員
等
を
除
く
）

●
応
募
人
数　
５
名

●
任
期　
平
成
28
年
７
月
か
ら
２
年
間
（
開

催
は
年
３
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
応
募
方
法　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
及
び
市
区
町
村
窓
口
に
あ
る
応
募
要

領
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　
４
月
28
日
㈭

●
選
考　
選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提
出
さ

れ
た
小
論
文
等
に
よ
り
総
合
的
に
委
員
を
選

考
し
ま
す
。

●
報
酬
な
ど　
１
日
に
つ
き
５
，
０
０
０
円

の
報
酬
と
旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

●
問
合
せ　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合 

☎ 

０
１
１・
２
９
０・５
６
０
１

-------------------------

奨
学
生
の
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
28
年
度
の
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

●
資
格　

本
町
住
民
の
子
弟
で
高
等
学
校

（
定
時
制
を
含
む
）
以
上
の
学
校
に
就
学
ま

た
は
在
学
し
、
人
物
・
学
業
と
も
に
優
れ
、

学
費
の
支
払
い
が
困
難
な
方
。

●
貸
付
金
額
（
月
額
）

・
高
校
生　
１
万
５
千
円
以
内

・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
の
専
門
課
程
・

大
学
の
学
生

　
国
公
立　

２
万
５
千
円
以
内

　
私
立　
３
万
円
以
内

●
貸
付
期
間　
奨
学
生
の
学
業
終
了
ま
で

●
償
還
方
法　
学
業
終
了
後
１
年
措
置
、
７

年
以
内
に
年
賦
・
半
年
賦
・
月
賦
で
償
還

●
提
出
書
類

・
申
請
書

・
家
族
の
状
況
調
書

・
履
歴
書

・
所
要
額
調
査
書

・
合
格
通
知
書
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
保
護
者
の
前
年
に
お
け
る
所
得
を
証
明
す

る
書
類

※
関
係
書
類
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間　
４
月
１
日
㈮
〜
４
月
22
日
㈮

●
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

東
藻
琴
地
区

総
合
支
所
２
階
（
内
線
４
５
８
）

女
満
別
地
区

研
修
会
館
２
階
（
内
線
５
０
４
）
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■問合せ　採用フリーダイヤル０１２０・８６０・３１４　網走警察署警務課警務係０１５２・４３・０１１０(内線211)

北海道警察では、警察官を募集しています。平成28年度第１回警察官採用試験の概要は次のとおりです。

第１回北海道警察官募集平成28年度

●受験資格
◇試験区分

【A区分】 学校教育法による大学(短期大学を除く)等を            
　　　    卒業した者(平成29年３月卒業見込者を含む)
※高度専門士の称号を取得または平成29年３月末日ま
でに取得見込み者を含む。

【B区分】 A区分以外の方
※学校教育法による高等学校に在学中の方を除く
※A区分に該当する方は、B区分の試験を受けることが
できません。
◇年齢　昭和59年４月２日から
　　　　平成11年４月１日までに生まれた方　

●試験日程
・申込書及び試験案内の配布開始　３月１日㈫
・受付期間　３月８日㈫～４月15日㈮
　　　　　  (電子申請は４月13日㈬
　　　　　  午後5時30分まで)
・第１次試験　５月８日㈰
・第２次試験　６月中旬～７月上旬
・最終合格発表　７月29日㈮予定
・採用予定日　平成29年４月以降
(既卒者は、平成28年10月採用となる場合がありま
す。)
●採用予定人数
　男性A区分：145名程度　女性A区分：30名程度
　男性B区分：65名程度　  女性B区分：20名程度

［北海道警察ホームページ］http://www.police.pref.hokkaido.lg.jp

生
活
支
援
ハ
ウ
ス　
入
居
者
募
集

60
歳
以
上
の
方
で
独
立
し
て
生
活
す
る
こ

と
に
不
安
が
あ
り
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

方
を
対
象
に
、
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

食
事
の
提
供
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
女
満

別
福
祉
会
及
び
東
藻
琴
福
祉
会
と
も
に
１
食

４
６
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

な
お
、
施
設
の
利
用
料
金
等
詳
細
に
つ
い

て
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
室
数
及
び
規
模

・
女
満
別
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

　
　

２
人
用
（
４
２
．
２
５
㎡
）　
１
室

・
東
藻
琴
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

　
　

２
人
用
（
３
２
．
５
８
㎡
）　

２
室

●
申
込
期
限　
３
月
31
日
㈭

※
申
込
書
は
福
祉
課
、
住
民
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。

●
問
合
せ
・
申
込
み  

●役
福
祉
課
福
祉
医
療

グ
ル
ー
プ
（
内
線
１
１
８
）　

●支 

住
民
福
祉

課
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
内
線
４
２
４
）

-------------------------

平
成
28
年
度
自
衛
官
募
集

【
予
備
自
衛
官
補
】

●
資
格　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

●
試
験
日　
４
月
16
日
㈯

●
場
所　
美
幌
町
内

●
受
付
期
間　
４
月
８
日
㈮
ま
で

【
一
般
幹
部
候
補
生
】

●
資
格　
４
月
１
日
現
在
で
20
歳
以
上
22
歳

未
満
の
方

●
試
験
日　
５
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

※
15
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

●
場
所　
　
美
幌
町
内

●
受
付
期
間　
３
月
１
日
㈫
〜
５
月
６
日
㈮

●
問
合
せ　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

　

網
走
地
域
事
務
所　

☎
０
１
５
２
・
44
・

５
７
４
３

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
obihiro/

自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w

.m
o

d
.go

.jp
/gsd

f/
jieikanbosyu/

-------------------------

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
人
事
院
で
は
、
平
成
28
年
度
国
家
公
務
員

採
用
試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
総
合
職
試
験(

院
卒
者
・
大
卒
程
度)

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間
〉

　
４
月
１
日
㈮
〜
４
月
11
日
㈪

●
一
般
職
試
験(

大
卒
程
度)

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間
〉

　

４
月
８
日
㈮
〜
４
月
20
日
㈬

●
一
般
職
試
験(

高
卒
者
・
社
会
人)

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間
〉

　

６
月
20
日
㈪
〜
６
月
29
日
㈬

●
申
込
み

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

●
問
合
せ　
人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課

試
験
係　
☎
０
１
１・
２
４
１・
１
２
４
８

-------------------------

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

平
成
28
年
度
労
働
基
準
監
督
官
の
採
用
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
受
験
資
格

・
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

　
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方　

　
で
次
に
掲
げ
る
方

①
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成
29
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方

●
受
付
期
間

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
〉

　
４
月
１
日
㈮
〜
４
月
13
日
㈬

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

〈
郵
送
ま
た
は
持
参
〉

　
４
月
１
日
㈮
〜
４
月
４
日
㈪

(

郵
送
の
場
合
４
月
４
日
㈪
ま
で
の
通
信
日

付
印
有
効)

●
第
１
次
試
験　
５
月
29
日
㈰

●
第
２
次
試
験　

７
月
13
日
㈬
・
14
日
㈭
・

15
日
㈮
の
指
定
さ
れ
た
日

●
受
験
申
込
書
提
出
先(

郵
送
ま
た
は
持
参)

北
海
道
労
働
局
総
務
部
総
務
課

〒
０
６
０・
８
５
６
６

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
２
丁
目
１
番
１

札
幌
第
一
合
同
庁
舎
９
階

●
問
合
せ

北
海
道
労
働
局

☎
０
１
１・
７
０
９・
２
３
１
１
（
内
線

３
５
１
１
）
ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準

監
督
署催

し

３
月
の
こ
と
ぶ
き
大
学

　
大
空
町
こ
と
ぶ
き
大
学
卒
業
式
・
修
了
式

●
日
時　
３
月
22
日
㈫　
午
前
10
時

●
会
場　
女
満
別
研
修
会
館
大
会
議
室

【
証
書
・
賞
授
与
の
内
容
】

・
本
科
４
年
の
課
程
を
修
了
…
卒
業
証
書
授
与

・
年
間
の
授
業
の
６
割
以
上
受
講
…
修
了
証

書
授
与

・
年
間
の
授
業
の
す
べ
て
受
講
…
皆
勤
賞
授
与

※
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

行
き　
東
藻
琴
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
発

　
　
　
午
前
９
時
10
分　

帰
り　
女
満
別
研
修
会
館
発　
　
　
　
　
　

　
　
　
午
前
11
時
15
分
（
予
定
）

●
問
合
せ

　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　
東
藻
琴
校
（
内
線
４
５
６
）

　
女
満
別
校
（
内
線
５
０
６
）

役場（東藻琴総合支所）窓口で保管している「通知カード」を受け取る際のお願い

❶世帯主本人または住民票上の
　同一世帯員が受け取る場合

❷代理人が受け取る場合

マイナンバー制度（社会保障･税番号制度）についてマイナンバー制度（社会保障･税番号制度）について
　受け取られていない「通知カード」は役場住民課（東藻琴総合支所住民福祉課）窓口で保管
しています。町では、住所等の異動が確認できた場合を除き、可能な限り「通知カード」をご本
人のお住まいが確認できるまで保管しています。通知カードを受け取っていない方は、本人確
認書類をお持ちの上、役場住民課（東藻琴総合支所住民福祉課）窓口にお越しください。

■問合せ　「通知カード」「個人番号カード」に関すること、その他マイナンバー制度に関する問い合わせ
０１２０－９５－０１７８（無料） 平日９：３０～２２：００　土日祝９：３０～１７：３０（年末年始１２月２９日～１月３日を除く）
社 会 保 障・税 番 号 制 度　http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
個人番号カード総合サイト　https://www.kojinbango-card.go.jp/index.html
　 総務課総務グループ（内線２０２）、住民課住民グループ（内線１０２）  　 住民福祉課住民グループ（内線４３３、４３４）役 支

通知カードを
保管しています

　役場（東藻琴総合支所）で保管している「通知カード」を受け取る際に、本人確認のため次の書類を忘れずに持参してください。

役場（東藻琴総合支所）窓口で保管している「通知カード」を受け取る際のお願い

❶世帯主本人または住民票上の
　同一世帯員が受け取る場合
　●来庁された方の本人確認書類（注）

❷代理人が受け取る場合
　●通知カードの受取を依頼した方の本人確認書類（注）

　●代理人の本人確認書類（注）

　●代理権を確認できる資料（委任状 など）

本人確認書類については、次のいずれか（原本）をご用意ください。
⑴ 官公署から発行された顔写真付の身分証明書等１点　運転免許証、パスポート、身体障害者手帳など
⑵ 上記の書類がない方は「氏名・生年月日」または「氏名・住所」が記載された書類２点
　 健康保険証、年金手帳、民間企業の社員証、学生証、預金通帳、医療受給者証など

（注）本人確認書類について
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ホノルルマラソンが当たる!!

2016年

種目：マラソン42.195㎞/5㎞/3㎞

開
催
日9月25日㈰
3月22日～3月28日地元優先エントリー

（網走市民・大空町民）（3月22日は午前10時から受付開始いたします。）
オホーツク網走マラソン種目・参加料

お申し込みは大会ホームページからが便利です!

※地元優先エントリーはインターネットのみとなります。
※地元枠定員になり次第締め切りとなります。

※詳細はホームページをご覧ください※詳細はホームページをご覧ください

種 目
マラソン 9：00 2,600人 8,000円18歳以上（高校生は除く）

5㎞ 10：00 300人 2,000円中学生以上
3㎞ 10：10 100人 1,000円小学4年生～中学生

スタート時間 定員 参加資格 参加料

【応募方法】
●対象者　・町民の方（個人・団体等）
　　　　　・町に所在する事業所等
　　　　　・町内で働く方、町内で学ぶ方
　　　　　・町内で事業活動、その他の活動を営む方及び団体
●事業の募集期間　３月22日㈫～４月８日㈮
●提出書類　事業計画書兼事業採択申請書を提出してください。様式は各担当課に用意しています。
●受付時間　午前８時４５分～午後５時３０分（土・日・祝日を除く）
●受付場所　各対象事業の担当課
●事業採択　事業計画書兼事業採択申請書受付後、審査委員会の審査を経て採択・不採択を通知します。

役 支

　町民の皆さんが自主的・主体的に取り組むまちづくり活動を応援する補助制度です。
　大空町の多様な文化や産業等を活かした取り組み、個性豊かで優れた人材を育成する取り組みなど、活力と潤
いのある元気なまちづくりにつながる事業をお待ちしています。
　対象事業は次の表のとおりです。

■問合せ　　 総務課企画グループ（内線２１３）　　 地域振興課（内線４１７）

町民のみなさんの元気あふれる活動を応援します!

大空町元気づくり応援事業の募集

対象事業等

補助事業の区分

地場産業振興事業
(地場資源及び地場農林水産
物を活用した事業に限る)

新しい地場産品の製造に
必要な試作・試験研究・
調査・研修に要する経費

２分の１以内
限度額５０万円

芸術文化活動事業
演劇、音楽会、映画会、
日本の伝統芸能、文化講演会、
美術展、その他の展覧会等に
要する経費

３分の２以内で
限度額８０万円

地域づくり振興事業 地域の振興及び活性化に
要する経費

２分の１以内
限度額２０万円

補助対象経費 補助額 担当課

役
支

産業課（商工グループ）
産業建設課（産業グループ）

生涯学習課（社会教育グループ）

その他事業 事業実施に必要な経費 ２分の１以内
限度額２０万円

産業関係：産業課
教育関係：生涯学習課
そ の 他：総務課または
　　　     地域振興課

国内研修事業

国外研修事業

産業振興、芸術文化・
スポーツ活動、その他の
地域振興に資する活動の
ための研修に要する経費

２分の１以内
限度額５万円

２分の１以内
限度額２０万円

生涯学習課（社会教育グループ）

役
支

総務課（企画グループ）
地域振興課

ご

相

談

 

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所　

　
　
　
　
　
　
巡
回
相
談
開
設
日

平
成
28
年
度
道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談

所
に
よ
る
巡
回
相
談
を
左
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る
方
は
期
限
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

〈
北
見
市
〉５
月
17
日
㈫・５
月
18
日
㈬・９
月

27
日
㈫・９
月
28
日
㈬・12
月
７
日
㈬

〈
網
走
市
〉７
月
26
日
㈫・７
月
27
日
㈬・12
月

６
日
㈫

※
場
所
と
時
間
は
、相
談
希
望
者
に
別
途
ご

案
内
し
ま
す
。

●
相
談
対
象
者

①
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
で
電
動
車
い
す

等
の
直
接
判
定
が
必
要
な
補
装
具
交
付
を
希

望
す
る
方

②
18
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
で
療
育
手
帳
の

新
規
ま
た
は
再
判
定
を
希
望
す
る
方

③
そ
の
他
の
身
体
障
害
者
、知
的
障
害
者
の

詳
し
い
判
定
が
必
要
な
方

●
申
込
期
限　

開
催
日
の
概
ね
１
ヶ
月
前
ま

で●
問
合
せ・申
込
み 

●役
福
祉
課
福
祉
医
療
グ

ル
ー
プ（
内
線
１
１
１
）　

●支 

住
民
福
祉
課
福

祉
グ
ル
ー
プ（
内
線
４
２
１
）

北
海
道
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業

を
ご
存
じ
で
す
か
？

道
で
は
、
看
護
師
が
電
話
相
談
に
応
じ

て
、
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気
や

怪
我
な
ど
の
際
に
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
に
か

か
る
必
要
が
あ
る
か
、
家
庭
で
ど
の
よ
う
な

応
急
手
当
を
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
電
話
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
や
怪
我
で
心
配
な

と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
電
話
番
号

　
☎
０
１
１・２
３
２・１
５
９
９

●
対
象
者　
北
海
道
内
に
在
住
ま
た
は
滞
在

し
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
等

●
受
付
時
間　
毎
日
午
後
７
時
〜

　
　
　
　
　
　
翌
午
前
８
時
ま
で

●
相
談
体
制　
小
児
科
医
の
支
援
体
制
の
も

と
に
看
護
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
は
、道
内

の
小
児
科
医・看
護
師
が
対
応
、午
後
11
時
か

ら
翌
朝
午
前
８
時
ま
で
は
、道
外
の
小
児
科

医・看
護
師
が
対
応
し
ま
す
。

●
注
意
事
項　

電
話
相
談
は
家
庭
で
の一
般

的
対
処
に
関
す
る
助
言
・ア
ド
バ
イ
ス
で
あ

り
、診
断・治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ　
網
走
保
健
所
保
健
行
政
室
企
画

総
務
課　
☎ 

０
１
５
２・41・０
６
８
５
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役 支

　蚊（コガタアカイエカ）により媒介される日本脳炎ウイルスによっておこる感染症です。感染しても症状が出ない
場合が多く、発症した場合は発熱や倦怠感などの症状が現れ、その後意識がなくなったり、けいれん等を起こす脳
の障害（脳炎）が生じます。
　現在、北海道では日本脳炎のウイルスを持つ蚊は生息していないと言われており、これまでの道内感染者はいま
せんが、道外や海外に行き来する機会が増えていることから４月以降定期接種として実施することとなりました。

■問合せ　　 福祉課保健介護グループ（内線１１３）　　 住民福祉課福祉グループ（内線４２２）

4月から日本脳炎の予防接種が
定期接種となります

日本脳炎とは

【定期接種の対象者】
　日本脳炎の予防接種は１期と２期にわかれており、１期に３回、２期に１回接種することとなっています。
●１期
　初回接種（２回）生後６か月以上７歳６か月未満（接種に望ましい年齢：３歳）
　※3歳児の保護者には個別で通知します。
　追加接種（１回）初回接種後おおむね１年後（接種に望ましい年齢：４歳）
●２期（１回）９歳以上１３歳未満（接種に望ましい年齢：９歳）
　なお、４月から実施することに伴い特例措置として７歳６か月から２０歳未満の方も１期目を
　接種することができますが、年齢により接種時期が異なりますので問い合わせください。

日本脳炎Ｑ＆Ａ

Ｑ：日本脳炎は国内でどのくらい発生していますか？
Ａ：平成１６年から平成２５年までの報告患者数は５９人です。患者数は地域によって大きく異なり、
　 大部分は西日本で発生しており、関東地方で３人、東北地方・北海道では０人です。

Ｑ：日本脳炎ワクチンを接種することによって、副反応が起こることがありますか？
Ａ：接種３日後までに発熱、咳、鼻水、発疹や、注射したところが赤くなったり腫れたりする場合があります。
　 なお、重篤（入院相当以上）なものとして、平成２１年６月から平成２４年１０月にかけて1,445万回接種し
　 124件の報告がされていますが、ワクチンとの因果関係ははっきりしていません。

Ｑ：日本脳炎の予防接種は必ず受けなければならないのですか？
Ａ：日本脳炎に限らず定期予防接種は、接種するように努めることとなっています。
　 必ず受けなければならないものではありませんが、感染症の発生や予防目的、ワクチンを接種することに
　 よる副反応の可能性を理解した上で、保護者の同意に基づき接種することになります。

Ｑ：日本脳炎の予防接種は有料ですか？
Ａ：日本脳炎に限らず定期予防接種に係る費用は町が負担します。

役 支

　児童を養育している父母等に児童手当を支給しています。大空町に住民登録がある方、
町外から転入してきた方は請求が必要です。手続きがお済みでない方は、問合せください。

■問合せ　　 福祉課福祉医療グループ（内線108）　　 住民福祉課福祉グループ（内線424）

区　分 所得制限未満の受給者 所得制限以上の受給者

0～3歳未満 月額：15,000円（一律）

中学生 月額：10,000円（一律）

月額：5,000円（一律）3歳～小学校修了前
第1子・第2子　月額：10,000円
第3子以降　　 月額：15,000円

児童手当

　ひとり親家庭等の父または母に児童扶養手当を支給しています。大空町に住民登録がある方は請求が必要で
す。手続きがお済みでない方は、問合せください。

児童扶養手当

●支給対象者　中学校修了前までの児童を養育している方
　　　　　　　（公務員の方は、勤務先への請求となりますので、勤務先に問合せください）

●支給対象者　ひとり親家庭や父または母に一定の障がいがある家庭等で、１８歳に到達した年度の
　　　　　　　３月３１日までの間にある児童を監護している方

●支 給 月　６月(２月～５月分)・１０月(６月～９月分)・２月(１０月～１月分)

●支 給 月　４月（１２月～３月分）・８月（４月～７月分）・１２月（８月～１１月分）

●支 給 額

●支 給 額　１人目　月額　42,330円～9,990円（平成28年4月から額が変わります）
　　　　　　　２人目については、5,000円加算。３人目以降は１人につき3,000円加算。
　　　　　　　※所得制限があります。

児童手当・
児童扶養手当制度
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【女満別地区】

【東藻琴地区】

総合支所　１階の配置が変わります

　平成２２年７月に組織機構が大きく変わりました。その後も、行財政改革を進め職員数も計画に基づいて削減を行っ
ています。限られた職員数で行政サービスの低下を招くことなく効率的な事務を進めるため、組織機構の一部を見直
し、課の再編や事務担当部署を変更します。また、役場と総合支所間をテレビモニターで接続し、担当者が不在であっ
ても手続き等の応対ができるようサービスの向上を目指します。        

役場の組織機構が一部変わります４月
から

配　置 主な仕事の内容課・グループ
の　 名 　称

役場

研修
会館

１階

住　民　課
住民
グループ

交通安全、防犯、自治会、環境衛生、畜犬登録、廃棄物処理、リサイクル、環境保全、
墓地使用許可・維持管理、町営住宅など

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録・証明、埋火葬許可、年金、子ども医療、国民健康保険、
後期高齢者医療、母子・父子福祉、更生医療、介護保険資格取得・賦課徴収など

成人・老人・母子保健、各種予防接種、感染症予防、精神保健、地域医療、各種健診、
健康相談、高齢者福祉、高齢者福祉施設の管理、介護予防、介護保険、
地域包括支援センターなど

庶務、文書、庁舎管理、情報公開、個人情報保護、人事、給与、福利厚生、地域情報化、
電算、国民保護、防災、公害など

農業振興、農業基盤整備、農業融資制度、畜産振興、家畜保健衛生、土地改良、
農業災害復旧など
商工業振興、中小企業、消費者行政、地場産業振興、水産業振興、観光振興、広域観光、
地域イベント、林業振興、林道、治山など

道路・橋りょう・公園・簡易水道・下水道の整備、災害復旧、公共施設の建築、
建築相談・指導など

水道料金・下水道使用料及び手数料・個別排水処理施設使用料及び分担金等の徴収、
合併処理浄化槽補助金、都市計画、都市公園、道路・河川・橋りょう・公園等の維持管理、
地籍など

出納業務

財政計画、予算、基金管理、公有財産管理、物品管理、職員住宅など

庶務、議会

庶務、農業委員会、担い手

庶務、文書、公印、教育財産、教育基本計画、教育相談、施設管理、車両管理など

幼稚園、学校関係、保育園、スクールバスなど

社会教育、芸術文化、人づくり、体育・スポーツなど

女満別幼稚園

学校給食センター

幼児教育、保育

給食、給食配送

東藻琴幼稚園

東藻琴高等学校

幼児教育、保育

高等教育、管理、実習

学校給食センター 給食、給食配送

障がい者福祉、児童福祉、生活保護、人権相談、民生児童委員、児童センターの管理など

町税、原付標識交付、税各種証明、税務相談など税務
グループ
福祉
グループ

戸籍医療
グループ

保健介護
グループ

総務
グループ
企画
グループ
財政
グループ

農業
グループ
商工
グループ

管理
グループ

総務
グループ
学校教育
グループ
社会教育
グループ

建設
グループ

福　祉　課

出　納　課

総　務　課

議会事務局

産　業　課

建　設　課

農業委員会
事　務　局

教育委員会
生涯学習課

2階

3階

2階

地域づくり懇談会、総合計画、統計調査、定住対策、空港、企業誘致、ふるさと会、行改改革、
広報広聴、行政相談、指定管理者制度など

東藻琴地区 主な仕事の内容課・グループ
の　 名 　称

総合
支所

１階

2階

地域振興課

住民福祉課

建設課分室

総務
グループ

庶務、文書、庁舎管理、福利厚生、地域情報化、電算、防災、公害、地域づくり懇談会、
統計調査、定住対策、ふるさと会、行政相談、公有財産管理、物品管理、職員住宅、地籍、
町税、原付標識交付、税各種証明、税務相談など

水道料金・下水道使用料及び手数料の徴収、道路・河川・橋りょう・公園等の維持管理、
道路・橋りょう・簡易水道・下水道の整備、災害復旧、公共施設の建築、建築相談・指導など

監 査 委 員
事  務  局 庶務、監査

選挙管理委員会
事 　 務 　 局 庶務、選挙

出納課分室 出納業務

教育委員会
生涯学習課

庶務、文書、公印、教育財産、教育基本計画、教育相談、施設管理、車両管理など

農業委員会
事　務　局 庶務、農業委員会、担い手　※地域振興課産業グループ職員併任

福祉
グループ

障がい者・児童・高齢者福祉、生活保護、人権相談、民生児童委員、子ども医療、
国民健康保険、後期高齢者医療、母子・父子福祉、更生医療、成人・老人・母子保健、
各種予防接種、感染症予防、精神保健、地域医療、各種健診、健康相談、介護予防、介護保険など

農業・畜産・林業・商工業・水産業・観光・地場産業振興、農業基盤整備、農業融資制度、
家畜保健衛生、土地改良、農業災害復旧、林道、治山、中小企業、消費者行政、地域イベントなど

産業
グループ

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録・証明、埋火葬許可、年金、交通安全、防犯、自治会、環境衛生、
畜犬登録、廃棄物処理、リサイクル、環境保全、墓地使用許可・維持管理、町営住宅など

住民
グループ

総務
グループ

幼稚園、学校関係、保育園、スクールバスなど学校教育
グループ

社会教育、芸術文化、人づくり、体育・スポーツなど社会教育
グループ

太枠の
箇所が変更と

なります。

社会福祉
協議会

カウンター

カウンター

正面入口

カウンター カウンター

住民
福祉課

福祉
グループ
(保健師)

住民
福祉課

福祉
グループ

住民
福祉課

住民
グループ

建設課
分室

地域
振興課

産業
グループ

地域
振興課

総務
グループ
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■問合せ・申込み　（一財）大空町青少年育成協会（大空町教育文化会館内）　☎74‐2367

指導補助職員の
登録について

　一般財団法人大空町青少年育成協会では、必要に応じて臨時的に指導業務にあたっていただける「臨時指
導補助職員」を募集しています。ぜひ登録をお願いします。
　要件等の詳細は次のとおりです。ご不明な点がありましたら、お気軽にお問い合わせください。

●登 録 要 件 ： ①児童センター及び児童クラブで必要なときに勤務できる方
　　　　　　   ②普通自動車免許をお持ちの方
　　　　　      ③教員免許または保育士免許をお持ちの方
●採 用 年 齢 ： ６５歳以下で健康な方（平成28年4月1日現在）
●勤 務 場 所 ： めちゃいるど館、東藻琴生涯学習センター
●仕事の内容 ： ①子育て支援業務
　　　　　　　 ②児童クラブ業務
●給　　　料 ： 時給1,110円
　　　　　　　※交通費（該当者のみ）支給があります。
●勤 務 時 間 ： 月～土　午前9時15分～午後6時
　　　　　　　 学校長期休業期間　月～土　午前8時～午後6時
　　　　　　　※勤務が必要な時に連絡をします。
●申 込 期 日 ： 随時、受け付けますので、履歴書をご提出ください。

育成協
I K U S E I K Y O U

芸術文化・各種施設情報を発信！

大空町育成協 検 索

第４回おお
ぞら ヤン ヤン

Young Young
参加者
募集中！【第１部】16:00～17:30（第１部受付 15:30）

【第２部】18:00～20:00（第２部受付 17:30）

３月26日㊏

＝プロフィール＝ 北斗市出身。生産者、メーカー、消費者をつな
ぐ場を作り北海道の「食」の美味しさや魅力を伝えるプロモー
ション会社(株)ブレナイ社の代表。道内各地のさまざまな食のイ
ベントを運営、プロモーションをされており、大空町では、『しじ
み醤油』の開発のお手伝いもされています。
詳しくはこちらのＵＲＬ、ＱＲコードからご覧ください。
http://www.creators-station.jp/legends/28582

第１部 基調講演「おおぞら魅力再発見」

第2部 青年交流レセプション

女満別湖畔１丁目１番２号

［講師］株式会社ブレナイ社代表取締役　野呂　貴弘　氏

会 場 ホテル 湖南荘

募集
人員 50名

募集
対象

大空町内在住または大空町内で
勤務をしている18歳以上の方

申込
方法

下記ＵＲＬから3月22日㈫までにお申込みください。

参加費 2,000円

http://form1.fc2.com/form/?id=85ccda76a1921899

野呂氏の
紹介記事→

←お申し込みは
　こちらのＱＲから

■問合せ・申込み　生涯学習課社会教育グループ（内線457）
【主催】大空町青年団体連携会議　大空町　　【後援】大空町教育委員会

　笑い文字は、書いて半分、渡して完成。笑い文字を目
にした方は、たいていどなたもじっと文字を眺め、笑顔
になります。そして、そこから会話が生まれ、笑顔が広
がり、ご縁が深くなってゆきます。今回の講演会で、ひら
がなの中に笑顔の入った感謝の言葉「ありがとう」がか
けるようになります。

廣江 まさみ氏
町民大学講座

■問合せ・申込み　教育委員会生涯学習課社会教育グループ（内線456）

ひろ え

講演会
●日時　３月２９日㈫　午後6時３０分～（受付 午後6時開始）
●場所　女満別研修会館　大会議室
●定員　１００名
●参加方法　３月２４日（木）までに教育委員会へ
　　　　　　申込みをお願いします。（電話可能）
※親子での参加も受け付けています。

笑い文字
～笑顔と感謝の喜びが巡る～

主催　大空町生涯学習奨励員協議会、大空町青少年健全育成町民会議、（一般）大空町青少年育成協会

送迎バス
東藻琴総合支所 午後6時００分発

（帰りは講演終了後）
※バスを利用される方は、申し込みの際にお知らせください。
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融雪期の事故防止
～落ち着こう　振り込む前に相談を～～落ち着こう　振り込む前に相談を～

■問合せ　社会福祉法人 大空町社会福祉協議会　　☎０１５２-７５-６０２１　FAX０１５２-７５-６０２２（女満別）

ときめきサロン

くらしの法律相談

ふれあい昼食会
●日　時　3月17日㈭　午前１０時～
●場　所　ふれあいセンターフロックス
　

●日　時　3月17日㈭  午前１０時～ 
●場　所　女満別老人福祉センター
　

●日　時　3月２4日㈭ 午前１０時３０分～
●場　所　女満別研修会館

「特殊詐欺」の被害防止 融雪期の事故防止

　振り込め詐欺などの特殊詐欺は、被害者をだまして現金を振り込ませ
る悪質な犯罪です。

「お・も・て・な・し」に5注意！！　表なし（事実なし）⇒裏があり（架空・虚偽）
　お=思いも寄らぬ突然の電話・郵便
　も=儲かりますと言ううまい話
　て=手軽に送れるレターパック・小包等を利用
　な=名前を貸して欲しいとの名義貸し
　し=執拗にお金を要求・請求

◆特殊詐欺の被害に遭わないため

◆あやしい電話には…

そして、すぐに

～雪下ろし 始める前に
　　　自分と周囲の安全確保～

●「110番」「♯9110」
●警察署または交番・駐在所
　に電話など、捜査協力をお願いします。

◎電話番号、口座番号、現金の送り先な
　どを聞き出す。
◎電話機の録音機能などで犯人との会
　話を録音する。

●屋根の雪や氷柱を早めに降ろし
ましょう。

●危険な軒下は歩かないようにし
ましょう。

●雪下ろしは転落防止用のロープ
等を装着しましょう。

●除雪は、周囲の安全を確かめな
がら行いましょう。

～落ち着こう　振り込む前に相談を～

警察では、被害を未然に防
止するため、各家庭を訪問
して注意を呼びかける巡回
連絡を行っています。

「巡回連絡」にご協力を!

●利用対象者…高齢や障がいにより判断能力に不安の
　　　　　　　ある方（医師の診断は必要ありません）
●利 用 料 金…1,200円（１回１時間程度のご利用）と
　　　　　　　生活支援員の交通費実費

　「お金の管理を手伝ってほしい。お金の使い方についてア
ドバイスがほしい。」お一人で暮らしている高齢者や障がい
をお持ちの方は、このように感じることが多いと思います。
そのような方々のために、当社協の生活支援員が生活費の
管理や大切な書類のあずかりなどのお手伝いをします。お
気軽に当社協までお問合せください。

日常生活自立支援事業のご案内

ふれあいネットワーク 2016.3／121号

3
月号

女満別駐在所
東藻琴駐在所

O Z O R A  P A T R O L

関係機関との
連携による出前授業

関係機関との
連携による出前授業

万が一に備えて
　　　 　　　　～普通救急救命講習～

知的財産権についての授業

活躍する農業女性から学ぶ農業についての授業

100％進路決定!!100％進路決定!!

雪像づくり雪像づくり雪像づくり

１月２6日㈫　１、２年生を対象に、オホーツク管内で活躍する女性農業者から農業
を学ぶ授業を実施しました。清里町のとことこ工房代表である柳谷亜紀子様と紋
別市の酪農経営者である喜多由美様から、農業・農村の魅力と可能性についてお
話をいただきました。柳谷様からは、地場産野菜にこだわったあんまんやタマネギ
たっぷりの肉まんを加工して販売する取組、喜
多様からは、牛乳の生産から加工・販売までを
手がける直営店を開設し、ソフトクリーム、チー
ズや肉加工品等を販売する取組についてのお
話でした。
　生徒からは、「農業の新たな魅力を感じるこ
とができた」、「農業の六次化についての理解を
深めることができた」などの感想がありました。

2月8日㈪　1年生を対象に、保健の授業として、人
命救助の一助とするために、心肺蘇生法やＡＥＤの
使い方を学ぶ講習を実施しました。
　今年度も大空町消防署から３名の署員の方が講
師として来校され、心臓マッサージや人工呼吸の施
し方を丁寧に指導してくれました。
　このような、処置を施さなければならない場面に

遭遇しないこ
とが一番良い
ことなのかも
しれませんが、
万が一に備え
た知識や技能
を身に付ける
ことができまし
た。

2月15日㈪　１、２年生を対象に、弁理士の先生を外部講師として招聘し、知的財
産権についての授業を実施しました。授業は、弁理士の内海　司様から、商標権、
特許権や意匠権などの知的財産権の種類について説明を受けた後、グループに

なって商品開発した際の新商品の特徴、ネーミ
ングやそのネーミングをつけた理由などについ
て話し合って、その結果を発表し合いました。
　生徒からは、「知的財産権が自分達の生活と
密接に関わっていることがわかった」、「地域資
源を活用した商品開発について
理解できた」などの感想があり
ました。

知的財産権についての授業

活躍する農業女性から学ぶ農業についての授業

関係機関との
連携による出前授業

万が一に備えて
　　　 　　　　～普通救急救命講習～

今月のトピック

女 高 通 信
H O K K A I D O  M E M A N B E T S U  H I G H  S C H O O L

100％進路決定!!

　２月７日の「道の駅冬まつり」に合わせて、２月１日㈪～５
日㈮に雪像作りを行いました。１・２年生が各学年で雪像
のモデルと作成計画を話し合い、参加できる時間の中で
精一杯取り組みました。積まれた雪の山を削り、形を作っ
ていきました。また、１年生も２年生も雪像の後ろを掘って
かまくらを作りました。
　非常に寒い中での作業となりましたが、ＰＴＡからの温
かい飲み物やお菓子の差し入れがあり、お陰様で最後ま
でみんなで協力して取り組むことができました。ありがと
うございました。

　３年生５３名全員の進路が決定しました！これは４年連続の快挙です！こ
れまで本校の進路活動にご協力していただいた保護者の皆様や地域の
皆様方に、深く感謝いたします。３年生は家庭学習期間に入り、４月から

の新生活に向けた準備をしていますので、今
後も温かく見守っていただきたいと思います。
　３年生の進学・就職先は左記
のとおりです。

大学8名 専門学校21名 各種学校2名

公務員6名 民間16名

雪像づくり

就 職

進 学

H i g h  s c h o o l  C o m m u n i c a t i o n 学校だより

北海道女満別高等学校
北海道網走郡大空町女満別昭和１０４番地の１ TEL：０１５２-７４-２６３４ FAX：０１５２-７４-２６３１ http://www.memanbetsu.hokkaido-c.ed.jp/

女満別高校 検 索

KOSHIN

東藻琴高校だより

花を育て、人を育てる

北海道東藻琴高等学校
北海道網走郡大空町東藻琴７９番地 TEL：０１５２-66-２061 FAX：０１５２-63-5008 http://www.phoenix-c.or.jp/~hg-hs/

東藻琴高校 検 索
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子どもたちの憩いの広場

子育て支援コーナー

　まだまだ、雪遊びを楽しめる季節です。今年も、除雪車が集めてくれた雪山で元気一杯雪遊びを楽しんでいます。
　めちゃいるど館では、4月に行う「新1年生歓迎会」の準備として新１年生のプレゼント作りや紹介する遊びの練習
をしながら、新1年生が来るのを楽しみに待っています。
　児童クラブに登録していなくても小学生なら、誰でも遊びに来られますので、どんどん遊びに来てください。

　まだまだ、雪遊びを楽しめる季節です。今年も、除雪車が集めてくれた雪山で元気一杯雪遊びを楽しんでいます。
　めちゃいるど館では、4月に行う「新1年生歓迎会」の準備として新１年生のプレゼント作りや紹介する遊びの練習
をしながら、新1年生が来るのを楽しみに待っています。
　児童クラブに登録していなくても小学生なら、誰でも遊びに来られますので、どんどん遊びに来てください。

行 事 予 定

だより

■問合せ　児童センター「めちゃいるど館」　☎７４－５１５１

※小学校の下校時間により、開始
時刻を変更する場合があります。

子育て支援「あそびのひろば」

　４月から幼稚園に入園する幼児さんと過ごす日々も、あとわずかとな
りました。少し寂しい気持ちになりますが、幼稚園に行っても元気に過ご
してくださいね。入園まで、めちゃ館でたくさん遊んでくださいね。また、
新しい出会いの季節です。多くの親子さんの来館をお待ちしています。
　絵本の読み聞かせと体操は、毎日行っています。
　保護者の方なら、どなたでもお子さんと来館できますので、初めて来
館する方も気軽にお越しください。
※都合により日程等予定を変更する場合もあります。
　行事予定は館内に掲示しています。

4月11日㈪～19日㈫・・・こいのぼり作り
4月18日㈪～22日㈮・・・親子体操

ぱぱぱ東藻琴子育て支援事業 からのお知らせ

■問合せ　東藻琴生涯学習センター内わんぱくクラブ室　☎６６－３４５３

クラブクラブクラブくくくんんんわわわ
WANPAKU CLUB

対　　象 ０歳～３歳児のお子さんと保護者
開設時間 毎週月曜日～金曜日

午前９時30分～正午

　お子さん同士の交流

だけではなく保護者同

士の交流の場にもなっ

ています。

4月の月間活動
「鬼ごっこ」

4月15日㈮～
新１年生歓迎会
･････････････････午後３時～

4月6日㈬・ 19日㈫
ビデオランド
･････････････午後３時２０分～

4月の
行事予定

　わんぱくクラブは、小さいお子さんや保護者の方の交流の場として開設しています。
　３月になり、日ごとに春らしい陽気となってきました。２月は平均３組～５組の親子さんが遊びに来てくれまし
た。多い時は８組という日もあり、ぎゅうぎゅうですがとても賑やかに親子で交流を楽しんでいます♪
　初めての親子さんも、ぜひ一度遊びに来てください。待っています♪
　自由遊びの他、毎日手遊びや絵本の読み聞かせ・体操を行っています。
　月１、２回、バスに乗ってめちゃいるど館へ行き、広々とした場所で遊ぶこともあります。

●日時　毎週月曜日～金曜日　午前１０時～正午　　●場所　東藻琴生涯学習センター内わんぱくクラブ室
●対象　０歳～３歳までの未就園児のお子さんと保護者

4月の
行事予定

◆４月19日㈫～21日㈭　子どもの日製作

◆４月26日㈫　めちゃいるど館
　生涯学習センター前からバスで移動　午前9時30分出発→正午帰着予定

まちのおしらせは、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォン
トを採用しています。また環境にやさしい植物油インキを使用しています。

【問合せ先】 大空町役場 ☎７４-２１１１  東藻琴総合支所 ☎６６-２１３１　　【制作・印刷】 株式会社
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